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繁 殖 雌 豚 の 育 成
1. 育 成 の 要 訣

一般農家における繁殖雌豚の育成方法は ,肉豚

として飼育したものの中から発育が速かで ,体形

のよいものを繁殖用として選定している場合が多

いが ,このようなことでは良い子豚をより多く生

産することは困難である｡

良い子豚を多く生産するためには ,やはり繁殖

豚は子豚の時からはっきり区別して ,それにとも

なう飼養管理を行うべきである｡ すなわち,繁殖

用子豚は 育成時代から肉豚よりも蛋白質を多給

し,カルシュウム,ビタミンの給与にも留意する

とともに ,飼料を多給しすぎて肥満にならないよ
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うに注意し,飼料標準に合致した飼料給与を行な

い ,運動も十分にさせ ,まず胴伸びがよくがっち

りした骨格をつくることが肝要である｡いわゆる

中肉程度に育成し,栄養の充実をはかり,肥満を

避けなくてはならない｡

一般に肥満した雌豚は次のような繁殖障害をお

こすものである｡

(1)卵巣および輸卵管の生理作用を阻害する.

すなわち ,卵巣枚能が減退し,発情微弱で受胎

率も悪く,産子数も減少する｡

(｡) 子宮および産道が圧迫され ,死産 ,流産或

いは難産の原因となる｡



め,徐々に下げて繁殖供用開始前には体重の２５％

位与えると適当であるといわれているが，その量

は品種や発育度によって多少異なり，ランドレー

ス，大ヨークシャーなどの大型種，特に育成豚に

おいては採食量が多いので，従来の中型種（バー

クシャー等）より，１０～20％飼料給与日量を増加

することが望ましい。

大型種の飼料給与目量と給与飼料の栄養価は第

２表のとおりである。）

第２表大型種（ランドレース、大ヨークシャー）

育成飼料給与基準

い乳腺の発達が妨げられ，したがって泌乳量が

減少したり，或いは停止することもある。

目肥満した雌豚は体重が重いので起居が不自由

となり，房内で子豚を踏んだり，または圧死さ

せることが多い。

以上のことから，繁殖雌豚は肥満を避けなくて

はならない。ひとたび過肥に陥らせると，その後

給与飼料を低減し運動を課してやせらせても，皮

下脂肪は減退するが，内部生殖器周辺に沈着した

脂肪は容易に減退しないものである。

したがって繁殖雌豚育成の要訣は中肉で胴伸び

のよい豚をつくることである。

２．繁殖豚の発育

繁殖雌豚は短期間にあまり発育を促進させる

と，脂肪太りになり，前述のような繁殖障害を起

し，不成績に終ることが多いので，一応標準に合

致した発育をさせることが肝要である。

その目安について示せば第１表のとおりである

第１表種豚の発育標準（〃,）
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(2)配合

いかにすぐれた飼料でもそのもの単味では，栄

養上完全ではないので，なるべく数多くの種類を

配合した方がよい。飼料はその含有栄養素の内容

によって，いも類，穀類などの澱粉質飼料とフス

マ，米ヌカなどの糟糠類飼料及び大豆粕’魚粕，

脱脂粉乳などの蛋白質飼料に分けられるので，実

際に飼料の配合をする場合には，これらの質の異

なる飼料を適当に組合せて，第２表に示されてい

る給与飼料の栄養価を満たすように配合する。そ

の他にカルシウム剤(コロイカル等)２％位，食塩

0.5％を添加する。叉，大型種は一般に発育が早

いので，特にビタミン類及びその他の微量成分の

給与にも留意し青草を十分に与えるようにすべき

である。

沖縄で容易に得られる単味飼料を用いての配合

例を第３表に示します。

いもを配合する場合にはトウモロコシ，マイロ

の変りに乾物比で生後３～４カ月30～40％，５～
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繁殖雌豚の体格は体長と胸囲の比率

耀-85-90%力嫡当である。
胸囲が体長と同じかそれ似上の場合は肥満したもので

殖用のタイプとはいえない。

Ｙ＝中ヨークシャーＢ＝バークシャー

Ｌ＝ランドレース Ｗ＝大ヨークシャー

ＹＬ－ランドレースと中ヨークシャーのＦｌ

ＢＬ＝ラソドレースとバークシャーのＦ１

体長＝両耳間中央部より尾根部までの長さ

繁

３．飼料の給与量と配合

(1)絵与量

飼料の給与量は配合飼料や糖類のような乾燥飼

料を離乳直後，体重の約５％（日量）からはじ
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第３表育成豚の飼料配合割合 を乾かしておくようにし，寒い時期には豚房は敷

草などを十分に入れ或いは赤外線電球などを用い

て保温をするとともに，排糞の状態に注意し，異

状を早く発見し，その原因を調べて早急に治療す

るようにしなければならない。

次に運動を十分にさせるようにする。運動は筋

骨の発達をはかることの他に，太陽光線に当って

ビタミンＤをつくり，士を喰うことによって鉄分

を補給するなどの栄養上の意義が大きいので，繁

殖豚では:豚房に運動場を付設し，自由に運動させ

るとよい。特にランドレース，大ヨークシャー等

の大型種は，放し飼いして十分に運動させること

が望ましい。

５．繁殖供用適令期

一般に豚は生後４～５カ月遅くとも６～７カ月

には発情をみるが，排卵をともなう発情は生後７

カ月以上で体重75ｋ9以上になってからである。こ

の時期から繁殖に用いることができるが，実際に

繁殖に用いはじめる時期は体発育との関係や繁殖

供用後の影響なども考慮しなければならない。

あまりはやく繁殖に用いた場合

（イ）排卵数が少ないので，産子数も少ない。

（ロ）一般に生産される子豚Ｍ､さく，発育も芳

しくなく，大小不そろいの場合が多い。

（ハ）妊娠や授乳によって母体の発育が阻害され

るので使用年限も短かくなる。

逆にあまり長い期間種付しないておくこと

は，不経済であると同時に，脂肪太りなり，

繁殖成績が不良になる場合が多い｡

豚の繁殖供用適令期は第４表のとおりである。

第４表豚の繁殖供用開始適期

月令3-4カ月i5-8カ月l昨'0カ月飼科

トウモロコシ’３５％’３５％３５％
マイロ１７１１７．２１７．２

フスマ２５１２５）２５

大ｒｌｉ(|(’８；６
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ｶﾙｼｳﾑ剤(ｺﾛｲｶﾙ)’２１２１２
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長`生：物＞iiilJIil2‘’二，
８カ月40～50％，９カ月以降は45～55％用いたら

よい。

生いもを使用する場合には重量にしてその３倍

を与える。例えば，生後３カ月の豚でいもを30％

使用するならば，1001Clの飼料を配合する場合に

30k,の乾燥したいもを必要とするが，生のいもは

その３倍で90k,必要とする。
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４．育成豚の管理

離乳前後の飼育はその豚の一生を左右する場合

が多いので，その飼養管理には'慎重を期さなけれ

ばならない。特に飼料の給与には注意すべきであ

り，離乳後１カ月位は市販の子豚用配合飼料を用

いた方がよい。なぜならば，自家配合飼料ではと

かく蛋白質の不足，無機成分などの添加が不十分

であるため種々の欠陥をまねき発育をおくらせる

おそれがあるが，市販の宗全配合飼料は高蛋白，

高エネルギー飼料を配合し，無機成分，ビタミン

類も添加されており，さらに下痢を予防し，発育

を促進する抗生物質飼料添加剤が加えられている

ので，発育も１１頂調で労力的にも容易である。若干

経済的には負担であるが，事故も少なく，簡便で

あるので，離乳直後の育成飼料としては，信用の

ある完全配合飼料を用いた方が安全である。

なお離乳後20日位して完全に飼料になれたら，

姻虫駆除を行い，更に1.5カ月後，もう一度駆虫

した方がよい。

又，日常の管理についても細心の注意を払わな

ければならない。特に離乳直後の子豚は雨にあて

たり，どろんこにしたり，或いは寒い時期に冷や

したりすると下痢をおこしやすいので，常に身体

sAiI2iツ

種 別｜月 令 体 重

力目’１２５

:二晋|､，
8-,｜Ⅲ

胸
(120-125）

(130-145）

(120-140）

中型種（ＹＢ）

大型種（ＬＷ）

１代雑種（ＹＬＢＬ）

繁殖供用時期の目安は中型種で生後10カ月で体

重125ﾙ,,大型種は生後９カ月で135k9とし,遅くと

い0～12カ月の間には種付しなければならない。

（宮城悦生）
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